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『持続可能な活動に向けたＰＴＡ活動の見直し ～豚汁提供を通して～』 

 

豚汁について 

豚汁提供は大和

東高校で 10 年以

上前から続いてい

るＰＴＡ活動の１

つです。12 月のス

ポーツ大会の日に

豚汁を提供するこ

とで、寒い時期に手料理を振る舞い、直接生徒と

触れ合うことで PTA 活動への理解を深める取り組

みです。令和２年度～令和４年度までの３年間は

コロナの影響により中断を余儀なくされましたが、

昨年度から再開することができました。丸３年中

断し、豚汁提供を経験した PTA の方もおらず、現

PTA 役員からすると新たな取り組みが始まったよ

うに感じ、負担感を減らすために実施方法を見直

すことにしました。次に見直し内容をまとめます。 

 この活動の目的は「生徒と直接触れ合い、理解

を深める」ことであるため、見直しをする上で、

それ以外の部分での負担軽減について考えました。

一番の負担は大量の食材の下準備にあると考え、

その手間を省く方法としてカット野菜を利用する

ことにしました。このことで、前日や当日の朝に

行 っ て い た 下 準 備 が 不 要 に な り ま し

た。また、生ごみ等が出なくなったことで、その

処理もなくなり、さらなる負担軽減につながりま

した。３年ぶりの実施であったため、生徒も豚汁

の存在を知らず、生徒に実施したアンケートでは

「豚汁提供を知らなかった」という生徒が３割程

度いました。「食べた」と回答した生徒の９割が「ま

た食べたい」と回答しており、参加した生徒は満

足した様子でした。実

施した我々も直接生徒

と触れ合い、喜ぶ姿を

見ることができまし

た。負担を削減しつつ

も、生徒も PTA として

も満足度が高い結果を

得ることができまし

た。 

 

まとめ 

生徒の活動を支えるために PTA 役員による活動

は必要不可欠ですが、負担が多く、担い手が少な

い状況では継続は難しいと思います。今回はコロ

ナの影響により活動内容を見直すきっかけになり

ましたが、PTA 役員の任期は短く、多くの活動が

踏襲して行われる傾向があるため、自主的に見直

ししていく必要があると感じました。PTA 活動が

持続可能なものになるよう、活動と負担の均衡を

意識して活動していくことが重要であると感じま

した。 
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（食べた生徒に対する） 

また食べたいですか？ 


